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(57)【要約】
【課題】多結晶シリコン薄膜トランジスタを備えてしき
い電圧の偏差を補償することができる有機発光表示装置
及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】駆動電流の大きさに応じて強さを異ならせ
て発光する発光素子と、第１接続点と第２接続点との間
に接続されるキャパシタと、第１電圧と接続される入力
端子と、出力端子と、前記第２接続点に接続される制御
端子とを有し、前記駆動電流を出力する駆動トランジス
タと、データ電圧と第２電圧の中から１つを選択して前
記第１接続点に接続する第１スイッチング部と、前記第
２電圧と前記第２接続点との接続を制御する第２スイッ
チング部と、前記第２接続点と前記発光素子の中から１
つを選択して前記駆動トランジスタの出力端子に接続す
る第３スイッチング部とを有する。
【選択図】　　　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動電流の大きさに応じて強さを異ならせて発光する発光素子と、
　第１接続点と第２接続点との間に接続されるキャパシタと、
　第１電圧と接続される入力端子と、出力端子と、前記第２接続点に接続される制御端子
とを有し、前記駆動電流を出力する駆動トランジスタと、
　データ電圧と第２電圧の中から１つを選択して前記第１接続点に接続する第１スイッチ
ング部と、
　前記第２電圧と前記第２接続点との接続を制御する第２スイッチング部と、
　前記第２接続点と前記発光素子の中から１つを選択して前記駆動トランジスタの出力端
子に接続する第３スイッチング部とを有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１スイッチング部が前記データ電圧を前記第１接続点に接続している間、前記第
３スイッチング部は前記第２接続点を前記駆動トランジスタの出力端子に接続しているこ
とを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１スイッチング部が前記第２電圧を前記第１接続点に接続している間、前記第３
スイッチング部は前記発光素子を前記駆動トランジスタの出力端子に接続していることを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１スイッチング部が前記データ電圧を前記第１接続点に接続している間、前記第
２スイッチング部は前記第２接続点を前記第２電圧と断続的に接続することを特徴とする
請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１スイッチング部が前記データ電圧を前記第１接続点に接続し、前記第３スイッ
チング部が前記第２接続点を前記駆動トランジスタの出力端子に接続している間、前記キ
ャパシタは前記駆動トランジスタのしきい電圧を貯蔵することを特徴とする請求項４に記
載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１スイッチング部は、前記データ電圧と前記第１接続点との接続を制御する第１
スイッチと、
　前記第２電圧と前記第１接続点との接続を制御する第２スイッチとを含むことを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第２スイッチング部は、第３スイッチを含むことを特徴とする請求項６に記載の表
示装置。
【請求項８】
　前記第３スイッチング部は、前記第２接続点と前記駆動トランジスタの出力端子との接
続を制御する第４スイッチと、
　前記発光素子と前記駆動トランジスタの出力端子との接続を制御する第５スイッチとを
含むことを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１、第２、第４及び第５スイッチは、第１制御信号によって制御されることを特
徴とする請求項６乃至８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１スイッチと前記第４スイッチは互いに同じチャンネル型の電界効果トランジス
タであり、前記第２スイッチと前記第５スイッチは互いに同じチャンネル型の電界効果ト
ランジスタであり、前記第１スイッチと第４スイッチとは異なるチャンネル型であること
を特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
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　前記第３スイッチは第２制御信号によって制御され、前記第１及び第４スイッチと同じ
チャンネル型の電界効果トランジスタであることを特徴とする請求項９に記載の表示装置
。
【請求項１２】
　前記駆動トランジスタは、前記第１、第３及び第４スイッチの電界効果トランジスタと
同じチャンネル型であることを特徴とする請求項１０又は１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第１乃至第５スイッチ、及び前記駆動トランジスタは多結晶シリコンを含むことを
特徴とする請求項６乃至８又は１２のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１４】
　発光素子と、
　第１接続点と第２接続点との間に接続される第１キャパシタと、
　第１電圧と接続される入力端子と、出力端子と、前記第２接続点に接続される制御端子
とを有する駆動トランジスタと、
　第１制御信号によって制御され、データ電圧と前記第１接続点との間に接続される第１
スイッチングトランジスタと、
　前記第１制御信号によって制御され、第２電圧と前記第１接続点との間に接続される第
２スイッチングトランジスタと、
　第２制御信号によって制御され、前記第２接続点と前記第２電圧との間に接続される第
３スイッチングトランジスタと、
　前記第１制御信号によって制御され、前記第２接続点と前記駆動トランジスタの出力端
子との間に接続される第４スイッチングトランジスタと、
　前記第１制御信号によって制御され、前記発光素子と前記駆動トランジスタの出力端子
との間に接続される第５スイッチングトランジスタとを有することを特徴とする表示装置
。
【請求項１５】
　前記第１、第３及び第４スイッチングトランジスタと前記第２及び第５スイッチングト
ランジスタは互いに異なるチャンネル型の電界効果トランジスタであることを特徴とする
請求項１４に記載の表示装置。
【請求項１６】
　前記駆動トランジスタと前記第２及び第５スイッチングトランジスタはｐチャンネル電
界効果トランジスタであることを特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記第１乃至第５スイッチ及び前記駆動トランジスタは多結晶シリコンを含むことを特
徴とする請求項１４乃至１６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１８】
　順次に接続される第１乃至第３区間で、
　前記第１区間の間、前記第１、第３及び第４スイッチングトランジスタが導通され、前
記第２及び第５スイッチングトランジスタが遮断され、
　前記第２区間の間、前記第１及び第４スイッチングトランジスタが導通され、前記第２
、第３及び第５スイッチングトランジスタが遮断され、
　前記第３区間の間、前記第２及び第５スイッチングトランジスタが導通され、前記第１
、第３及び第４スイッチングトランジスタが遮断されることを特徴とする請求項１４乃至
１６のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１９】
　発光素子と、第１接続点と第２接続点との間に接続されるキャパシタと、入力端子、出
力端子、及び前記第２接続点に接続される制御端子を有する駆動トランジスタとを有する
表示装置の駆動方法であって、
　前記第１接続点にデータ電圧を接続し、前記第２接続点を前記駆動トランジスタの出力
端子に接続する段階と、
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　前記第２接続点に第２電圧を接続する段階と、
　前記第２接続点と前記第２電圧との接続を切断する段階と、
　前記第２電圧を前記第１接続点に接続し、前記発光素子を前記駆動トランジスタの出力
端子に接続する段階とを有することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記第２接続点に第２電圧を接続する段階と前記第２接続点と前記第２電圧との接続を
切断する段階は、前記第１接続点にデータ電圧が接続され、前記第２接続点が前記出力端
子に接続された状態で順次に行われ、
　前記第２接続点と前記第２電圧との接続が切断された状態で前記第２電圧を前記第１接
続点に接続し、前記発光素子を前記駆動トランジスタの出力端子に接続することを特徴と
する請求項１９に記載の表示装置の駆動方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置及びその駆動方法に関し、特にしきい電圧の偏差を補償することがで
きる有機発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に能動型平板表示装置では複数の画素が行列形態で配列され、与えられた輝度情報
によって各画素の光強度を制御することで画像を表示する。このうち有機発光表示装置は
蛍光性有機物質を電気的に励起発光させて画像を表示する表示装置で、自己発光型で消費
電力が小さく、視野角が広くて画素の応答速度が速いために高画質の動画像を表示するこ
と容易である。
【０００３】
　有機発光表示装置は有機発光素子とこれを駆動する薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を備え
る。この薄膜トランジスタは活性層の種類に応じて多結晶シリコン薄膜トランジスタと非
晶質シリコン薄膜トランジスタなどに区分される。
【０００４】
　非晶質シリコンは低い温度で蒸着して薄膜を形成することが可能であり、主に低い融点
を有するガラスを基板として使用する表示装置のスイッチング素子の半導体層に多く使用
される。しかし、非晶質シリコン薄膜トランジスタは低い電子移動度などのため表示素子
の大面積化には困難さがある。また、非晶質シリコン薄膜トランジスタは制御端子に持続
的に直流電圧を印加するため、しきい電圧が遷移して劣化することがある。これは有機発
光表示装置の寿命を短縮させる大きな要因となる。
【０００５】
　したがって、高い電子移動度で高周波動作特性がよく、漏洩電流の低い多結晶シリコン
薄膜トランジスタの応用が要求される。特に、低温多結晶シリコン（ＬＴＰＳ）バックプ
レイン（ｂａｃｋ　ｐｌａｎｅ）を利用すると寿命問題は相当部分解決される。しかし、
レーザー結晶化によるレーザーシュートの跡は１つのパネル内の駆動トランジスタのしき
い電圧に偏差をもたらし、その結果画面均一度が低下するという問題がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は上記従来の有機発光表示装置における問題点に鑑みてなされたもので
あって、本発明の目的は、多結晶シリコン薄膜トランジスタを備えてしきい電圧の偏差を
補償することができる有機発光表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、駆動電流の大きさに応じ
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て強さを異ならせて発光する発光素子と、第１接続点と第２接続点との間に接続されるキ
ャパシタと、第１電圧と接続される入力端子と、出力端子と、前記第２接続点に接続され
る制御端子とを有し、前記駆動電流を出力する駆動トランジスタと、データ電圧と第２電
圧の中から１つを選択して前記第１接続点に接続する第１スイッチング部と、前記第２電
圧と前記第２接続点との接続を制御する第２スイッチング部と、前記第２接続点と前記発
光素子の中から１つを選択して前記駆動トランジスタの出力端子に接続する第３スイッチ
ング部とを有することを特徴とする。
【０００８】
　前記第１スイッチング部が前記データ電圧を前記第１接続点に接続している間、前記第
３スイッチング部は前記第２接続点を前記駆動トランジスタの出力端子に接続しているこ
とが好ましい。
　前記第１スイッチング部が前記第２電圧を前記第１接続点に接続している間、前記第３
スイッチング部は前記発光素子を前記駆動トランジスタの出力端子に接続していることが
好ましい。
　前記第１スイッチング部が前記データ電圧を前記第１接続点に接続している間、前記第
２スイッチング部は前記第２接続点を前記第２電圧と断続的に接続することが好ましい。
　前記第１スイッチング部が前記データ電圧を前記第１接続点に接続し、前記第３スイッ
チング部が前記第２接続点を前記駆動トランジスタの出力端子に接続している間、前記キ
ャパシタは前記駆動トランジスタのしきい電圧を貯蔵することが好ましい。
【０００９】
　前記第１スイッチング部は、前記データ電圧と前記第１接続点との接続を制御する第１
スイッチと、前記第２電圧と前記第１接続点との接続を制御する第２スイッチとを含むこ
とが好ましい。
　前記第２スイッチング部は、第３スイッチを含むことが好ましい。
　前記第３スイッチング部は、前記第２接続点と前記駆動トランジスタの出力端子との接
続を制御する第４スイッチと、前記発光素子と前記駆動トランジスタの出力端子との接続
を制御する第５スイッチとを含むことが好ましい。
　前記第１、第２、第４及び第５スイッチは、第１制御信号によって制御されることが好
ましい。
【００１０】
　前記第１スイッチと前記第４スイッチは互いに同じチャンネル型の電界効果トランジス
タであり、前記第２スイッチと前記第５スイッチは互いに同じチャンネル型の電界効果ト
ランジスタであり、前記第１スイッチと第４スイッチとは異なるチャンネル型であること
が好ましい。
　前記第３スイッチは第２制御信号によって制御され、前記第１及び第４スイッチと同じ
チャンネル型の電界効果トランジスタであることが好ましい。
　前記駆動トランジスタは、前記第１、第３及び第４スイッチの電界効果トランジスタと
同じチャンネル型であることが好ましい。
　前記第１乃至第５スイッチ、及び前記駆動トランジスタは多結晶シリコンを含むことが
好ましい。
【００１１】
　また、上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置は、発光素子と、第１
接続点と第２接続点との間に接続される第１キャパシタと、第１電圧と接続される入力端
子と、出力端子と、前記第２接続点に接続される制御端子とを有する駆動トランジスタと
、第１制御信号によって制御され、データ電圧と前記第１接続点との間に接続される第１
スイッチングトランジスタと、前記第１制御信号によって制御され、第２電圧と前記第１
接続点との間に接続される第２スイッチングトランジスタと、第２制御信号によって制御
され、前記第２接続点と前記第２電圧との間に接続される第３スイッチングトランジスタ
と、前記第１制御信号によって制御され、前記第２接続点と前記駆動トランジスタの出力
端子との間に接続される第４スイッチングトランジスタと、前記第１制御信号によって制
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御され、前記発光素子と前記駆動トランジスタの出力端子との間に接続される第５スイッ
チングトランジスタとを有することを特徴とする。
【００１２】
　前記第１、第３及び第４スイッチングトランジスタと前記第２及び第５スイッチングト
ランジスタは互いに異なるチャンネル型の電界効果トランジスタであることが好ましい。
　前記駆動トランジスタと前記第２及び第５スイッチングトランジスタはｐチャンネル電
界効果トランジスタであることが好ましい。
　前記第１乃至第５スイッチ及び前記駆動トランジスタは多結晶シリコンを含むことが好
ましい。
　順次に接続される第１乃至第３区間で、前記第１区間の間、前記第１、第３及び第４ス
イッチングトランジスタが導通され、前記第２及び第５スイッチングトランジスタが遮断
され、前記第２区間の間、前記第１及び第４スイッチングトランジスタが導通され、前記
第２、第３及び第５スイッチングトランジスタが遮断され、前記第３区間の間、前記第２
及び第５スイッチングトランジスタが導通され、前記第１、第３及び第４スイッチングト
ランジスタが遮断されることが好ましい。
【００１３】
　上記目的を達成するためになされた本発明による表示装置の駆動方法は、発光素子と、
第１接続点と第２接続点との間に接続されるキャパシタと、入力端子、出力端子、及び前
記第２接続点に接続される制御端子を有する駆動トランジスタとを有する表示装置の駆動
方法であって、前記第１接続点にデータ電圧を接続し、前記第２接続点を前記駆動トラン
ジスタの出力端子に接続する段階と、前記第２接続点に第２電圧を接続する段階と、前記
第２接続点と前記第２電圧との接続を切断する段階と、前記第２電圧を前記第１接続点に
接続し、前記発光素子を前記駆動トランジスタの出力端子に接続する段階とを有すること
を特徴とする。
【００１４】
　前記第２接続点に第２電圧を接続する段階と前記第２接続点と前記第２電圧との接続を
切断する段階は、前記第１接続点にデータ電圧が接続され、前記第２接続点が前記出力端
子に接続された状態で順次に行われ、前記第２接続点と前記第２電圧との接続が切断され
た状態で前記第２電圧を前記第１接続点に接続し、前記発光素子を前記駆動トランジスタ
の出力端子に接続することが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る表示装置及びその駆動方法によれば、５個のスイッチングトランジスタ、
１つの駆動トランジスタ、１つのキャパシタ及び有機発光素子のみを含む画素回路でも駆
動トランジスタのしきい電圧偏差を補償することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　次に、本発明に係る表示装置及びその駆動方法を実施するための最良の形態の具体例を
図面を参照しながら説明する。
【００１７】
　まず、図１～図３を参照して本発明の一実施形態による有機発光表示装置について説明
する。
　図１は本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図であり、図２及び図３
は本発明の一実施形態による有機発光表示装置の１つの画素に対する等価回路図である。
【００１８】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は表示板３００と、こ
れに接続される走査駆動部４００、データ駆動部５００及び発光駆動部７００、そしてこ
れらを制御する信号制御部６００を含む。
　表示板３００は等価回路で見る時、複数の信号線（Ｇ１～Ｇｎ、Ｄ１～Ｄｍ、Ｓ１～Ｓ

ｎ）、複数の電圧線（図示せず）、そしてこれらに接続され、ほぼ行列形態で配列される
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複数の画素ＰＸを含む。
【００１９】
　信号線（Ｇ１～Ｇｎ、Ｄ１～Ｄｍ、Ｓ１～Ｓｎ）は走査信号を伝達する複数の走査信号
線（Ｇ１～Ｇｎ）、データ信号を伝達する複数のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）及び発光信号を
伝達する複数の発光信号線（Ｓ１～Ｓｎ）を含む。走査信号線（Ｇ１～Ｇｎ）及び発光信
号線（Ｓ１～Ｓｎ）はほぼ行方向に伸びて互いにほとんど平行である。データ線（Ｄ１～
Ｄｍ）はほぼ列方向に伸びて互いにほとんど平行である。
　電圧線は駆動電圧を伝達する駆動電圧線（図示せず）を含む。
【００２０】
　図２に示すように、各画素ＰＸは有機発光素子ＬＤ、駆動トランジスタＱｄ、キャパシ
タＣｓｔ及び５個のスイッチ（ＳＷ１～ＳＷ５）を含む。図２に示した第１～第５スイッ
チ（ＳＷ１～ＳＷ５）は図３に示すようにスイッチングトランジスタ（Ｑｓ１～Ｑｓ５）
であってもよい。
　駆動トランジスタＱｄは出力端子、入力端子及び制御端子を有する。駆動トランジスタ
Ｑｄの制御端子は接続点Ｎ２でキャパシタＣｓｔと接続され、入力端子は駆動電圧Ｖｄｄ
と接続され、出力端子はスイッチングトランジスタＱｓ５と接続される。
　キャパシタＣｓｔの一端は接続点Ｎ２で駆動トランジスタＱｄと接続され、接続点Ｎ１
でスイッチングトランジスタＱｓ１と接続される。
【００２１】
　スイッチングトランジスタＱｓ１はデータ電圧Ｖｄａｔと接続点Ｎ１の間に接続される
。スイッチングトランジスタＱｓ２は維持電圧Ｖｓｕｓと接続点Ｎ１の間に接続され、ス
イッチングトランジスタＱｓ３は維持電圧Ｖｓｕｓと接続点Ｎ２の間に接続される。スイ
ッチングトランジスタＱｓ４は接続点Ｎ２と駆動トランジスタＱｄの出力端子の間に接続
され、スイッチングトランジスタＱｓ５は駆動トランジスタＱｄの出力端子と有機発光素
子ＬＤの間に接続される。
【００２２】
　スイッチングトランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ２、Ｑｓ４、Ｑｓ５）は走査信号Ｖｇｉに応
答して動作し、スイッチングトランジスタＱｓ３は発光信号Ｖｓｉに応答して動作する。
　スイッチング素子（Ｑｓ１、Ｑｓ２）はデータ電圧Ｖｄａｔと維持電圧Ｖｓｕｓを択一
して接続点Ｎ１に接続し、スイッチング素子Ｑｓ３は維持電圧Ｖｓｕｓと接続点Ｎ２の接
続を制御し、スイッチング素子（Ｑｓ４、Ｑｓ５）は接続点Ｎ２と発光素子ＬＤの中で１
つを選択して駆動トランジスタＱｄの出力端子に接続する。
【００２３】
　スイッチングトランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ３、Ｑｓ４）はｎ－チャンネル多結晶シリコ
ン電界効果トランジスタであり、スイッチングトランジスタ（Ｑｓ２、Ｑｓ５）及び駆動
トランジスタＱｄはｐ－チャンネル多結晶シリコン電界効果トランジスタである。電界効
果トランジスタの例としては薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）があり、これらは多結晶シリコ
ンの代わりに非晶質シリコンを含むこともできる。スイッチングトランジスタ（Ｑｓ１～
Ｑ５）及び駆動トランジスタＱｄのチャンネル型が交替することがあり、この場合にはこ
れらを駆動する信号の波形も交替することがある。
【００２４】
　有機発光素子ＬＤのアノード（ａｎｏｄｅ）とカソード（ｃａｔｈｏｄｅ）は各々スイ
ッチングトランジスタＱｓ５と共通電圧Ｖｓｓに接続される。有機発光素子ＬＤはスイッ
チングトランジスタＱｓ５を通じて駆動トランジスタＱｄが供給する電流ＩＬＤの大きさ
に応じて強さを異ならせて発光して画像を表示し、この電流ＩＬＤの大きさは駆動トラン
ジスタＱｄの制御端子と入力端子の間の電圧Ｖｇｓの大きさに依存する。
【００２５】
　再び図１を参照すると、走査駆動部４００は表示板３００の走査信号線（Ｇ１～Ｇｎ）
に接続されて高電圧Ｖｏｎと低電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなる走査信号（Ｖｇ１～Ｖ
ｇｎ）を走査信号線（Ｇ１～Ｇｎ）に各々印加する。
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　発光駆動部７００は表示板３００の発光信号線（Ｓ１～Ｓｎ）に接続されて高電圧Ｖｏ
ｎと低電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなる発光信号（Ｖｓ１～Ｖｓｎ）を発光信号線（Ｓ

１～Ｓｎ）に各々印加する。
【００２６】
　高電圧Ｖｏｎはスイッチングトランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ３、Ｑｓ４）を導通したりス
イッチングトランジスタ（Ｑｓ２、Ｑｓ５）を遮断することができ、低電圧Ｖｏｆｆはス
イッチングトランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ３、Ｑｓ４）を遮断したりスイッチングトランジ
スタ（Ｑｓ２、Ｑｓ５）を導通することができる。維持電圧Ｖｓｕｓは低い電圧で低電圧
Ｖｏｆｆと同様にスイッチングトランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ３、Ｑｓ４）を遮断したりス
イッチングトランジスタ（Ｑｓ２、Ｑｓ５）を導通することができる。
【００２７】
　データ駆動部５００は表示板３００のデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に接続されて画像信号を
示すデータ電圧Ｖｄａｔをデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印加する。
　信号制御部６００は走査駆動部４００、データ駆動部５００及び発光駆動部７００など
の動作を制御する。
【００２８】
　このような駆動装置（４００、５００、６００、７００）の各々は少なくとも１つの集
積回路チップの形態で表示板３００上に直接装着することができ、可撓性印刷回路フィル
ム（図示せず）上に装着されてＴＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）の
形態で表示板３００に付着することもでき、別途の印刷回路基板（図示せず）上に装着す
ることもできる。これとは異なって、これら駆動装置（４００、５００、６００、７００
）が信号線（Ｇ１～Ｇｎ、Ｄ１～Ｄｍ）及びトランジスタ（Ｑｓ１～Ｑｓ５、Ｑｄ）など
と共に表示板３００に直接集積させることもできる。また、駆動装置（４００、５００、
６００、７００）は単一チップで集積することができ、この場合、これらのうちの少なく
とも１つまたはこれらを構成する少なくとも１つの回路素子が単一チップの外側にあって
もよい。
【００２９】
　次に、このような有機発光表示装置の表示動作について図４～図７を図１及び図３と共
に参照して詳細に説明する。
　図４は本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動信号を示すタイミング図の例
であり、図５～図７は各々図４に示した各区間における１つの画素の等価回路図である。
【００３０】
　信号制御部６００は外部のグラフィック制御器（図示せず）から入力画像信号（Ｒ、Ｇ
、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号を受信する。入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は
各画素ＰＸの輝度情報を含み、輝度は決められた個数、例えば、１０２４（＝２１０）、
２５６（＝２８）または６４（＝２６）個の階調を有する。入力制御信号の例としては垂
直同期信号Ｖｓｙｎｃと水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、メインクロックＭＣＬＫ、データイネ
ーブル信号ＤＥなどがある。
【００３１】
　信号制御部６００は入力画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と入力制御信号に基づいて入力画像信
号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を表示板３００の動作条件に合わせて適切に処理し、走査制御信号ＣＯ
ＮＴ１、データ制御信号ＣＯＮＴ２及び発光制御信号ＣＯＮＴ３などを生成する。信号制
御部６００は走査制御信号ＣＯＮＴ１を走査駆動部４００に、発光制御信号ＣＯＮＴ３を
発光駆動部７００に各々出力し、データ制御信号ＣＯＮＴ２とデジタル画像信号ＤＡＴは
データ駆動部５００に出力する。
【００３２】
　走査制御信号ＣＯＮＴ１は走査信号線（Ｇ１～Ｇｎ）に対する高電圧Ｖｏｎの走査開始
を指示する垂直同期開始信号ＳＴＶとその高電圧Ｖｏｎの出力周期を制御する少なくとも
１つのクロック信号などを含む。走査制御信号ＣＯＮＴ１はまた高電圧Ｖｏｎの持続時間
を限定する出力イネーブル信号ＯＥをさらに含むことができる。
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【００３３】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は１つの行の画素ＰＸに対するデジタル画像信号ＤＡＴの伝
送を知らせる水平同期開始信号ＳＴＨとデータ線（Ｄ１～Ｄｍ）にアナログデータ電圧を
印加することを命令するロード信号ＬＯＡＤ及びデータクロック信号ＨＣＬＫなどを含む
。
　発光制御信号ＣＯＮＴ３は発光信号線（Ｓ１～Ｓｎ）に対する高電圧Ｖｏｎの走査開始
を指示する同期信号と、その高電圧Ｖｏｎの出力を制御する少なくとも１つのクロック信
号などを含み、高電圧Ｖｏｎの持続時間を限定する信号をさらに含むことができる。
【００３４】
　次に、特定画素行、例えば、ｉ番目行に焦点を合せて説明する。
　まず、信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２によってデータ駆動部５００
はｉ番目行の画素ＰＸに対するデジタル画像信号ＤＡＴを受信し、デジタル画像信号ＤＡ
Ｔをアナログデータ電圧Ｖｄａｔに変換した後、これを当該データ線（Ｄ１～Ｄｍ）に印
加する。
【００３５】
　信号制御部６００からの走査制御信号ＣＯＮＴ１によって走査駆動部４００は走査信号
線Ｇｉに印加される走査信号Ｖｇｉを高電圧Ｖｏｎに変え、発光駆動部７００は発光信号
線Ｓｉに印加される発光信号Ｖｓｉを高電圧Ｖｏｎに変える。
　その結果、スイッチングトランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ３、Ｑｓ４）が導通され、スイッ
チングトランジスタ（Ｑｓ２、Ｑｓ５）は遮断される。
　このような状態にある画素ＰＸの等価回路が図４に示し、この区間を初期化区間（Ｔ１
）と言う。
【００３６】
　図５に示すように、接続点Ｎ１にはデータ電圧Ｖｄａｔが印加され、接続点Ｎ２には維
持電圧Ｖｓｕｓが印加され、２つの接続点Ｎ１、Ｎ２の間の電圧差はキャパシタＣｓｔに
貯蔵される。したがって、駆動トランジスタＱｄは導通して電流を流すが、スイッチング
トランジスタＱｓ５が遮断しているので、有機発光素子ＬＤは発光しない。
【００３７】
　次いで、発光駆動部７００が発光信号Ｖｓｉを低電圧Ｖｏｆｆに変えてスイッチングト
ランジスタＱｓ３を遮断することによって補償区間（Ｔ２）が始まる。走査信号Ｖｇｉは
この区間（Ｔ２）でも高電圧Ｖｏｎを維持し続けるので、スイッチングトランジスタ（Ｑ
ｓ１、Ｑｓ３、Ｑｓ４）は導通状態を維持し、スイッチングトランジスタ（Ｑｓ２、Ｑｓ
５）はオフ状態を維持する。
【００３８】
　その結果、図６に示すように接続点Ｎ２が維持電圧Ｖｓｕｓから分離される。しかし、
駆動トランジスタＱｄは導通状態を維持するためにキャパシタＣｓｔに充電される電荷が
駆動トランジスタＱｄを通じて放電される。この放電は駆動トランジスタＱｄの制御端子
と入力端子の間の電圧差が駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈになるまで持続して
は終わる。
【００３９】
　したがって、接続点Ｎ２の電圧ＶＮ２は次の数式１のような電圧値に収斂する。
　　（数１）
　　　ＶＮ２＝Ｖｄｄ＋Ｖｔｈ
　この時、接続点Ｎ１の電圧ＶＮ１はデータ電圧Ｖｄａｔを維持するので、キャパシタＣ
ｓｔに貯蔵された電圧は以下の数式２、
　　（数２）
　　　ＶＮ１－ＶＮ２＝Ｖｄａｔ－（Ｖｄｄ＋Ｖｔｈ）
である。
【００４０】
　その後、走査駆動部４００は走査信号Ｖｇｉを低電圧Ｖｏｆｆに変えてスイッチングト
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ランジスタ（Ｑｓ１、Ｑｓ４）を遮断させ、スイッチングトランジスタ（Ｑｓ２、Ｑｓ５
）を導通させることによって発光区間（Ｔ３）が始まる。発光信号Ｖｓｉはこの区間（Ｔ
３）でも低電圧Ｖｏｆｆを維持し続けるので、スイッチングトランジスタＱｓ３もまた遮
断状態を維持する。
　その結果、図７に示すように接続点Ｎ１はデータ電圧Ｖｄａｔから分離されて維持電圧
Ｖｓｕｓと接続され、駆動トランジスタＱｄの制御端子は孤立する。
【００４１】
　したがって、接続点Ｎ２の電圧ＶＮ２は以下の数式３、
　　（数３）
　　　ＶＮ２＝Ｖｄｄ＋Ｖｔｈ－Ｖｄａｔ＋Ｖｓｕｓ
である。
【００４２】
　一方、スイッチング素子Ｑｓ５の導通によって駆動トランジスタＱｄの出力端子は発光
素子ＬＤと接続され、駆動トランジスタＱｄは駆動トランジスタＱｄの制御端子と入力端
子の間の電圧差Ｖｇｓによって制御される以下の数式４に示す出力電流ＩＬＤを流す。
　　（数４）
　　　ＩＬＤ＝１／２×Ｋ×（Ｖｇｓ－Ｖｔｈ）２

　　　　　＝１／２×Ｋ×（ＶＮ２－Ｖｄｄ－Ｖｔｈ）２

　　　　　＝１／２×Ｋ×（Ｖｄｄ＋Ｖｔｈ－Ｖｄａｔ＋Ｖｓｕｓ－Ｖｄｄ－Ｖｔｈ）２

　　　　　＝１／２×Ｋ×（Ｖｄａｔ－Ｖｓｕｓ）２

　ここで、Ｋは駆動トランジスタＱｄの特性による定数で、Ｋ＝μ×Ｃｉ×Ｗ／Ｌであり
、μは電界効果移動度、Ｃｉはゲート絶縁層の容量、Ｗは駆動トランジスタＱｄのチャン
ネル幅、Ｌは駆動トランジスタＱｄのチャンネル長さを示す。
【００４３】
　数式４によると、発光区間（Ｔ３）での出力電流ＩＬＤはデータ電圧Ｖｄａｔと固定さ
れた維持電圧Ｖｓｕｓのみによって決められる。したがって、出力電流ＩＬＤは駆動トラ
ンジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈに影響を受けない。
　出力電流ＩＬＤは有機発光素子ＬＤに供給され、有機発光素子ＬＤは出力電流ＩＬＤの
大きさに応じて強さを異ならせて発光して画像を表示する。
　したがって、駆動トランジスタＱｄの間のしきい電圧Ｖｔｈに偏差があったり、各駆動
トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈの大きさが時間によって変化しても均一な画像を表
示することができる。
【００４４】
　発光区間（Ｔ３）は次のフレームでｉ番目行の画素ＰＸに対する初期化区間（Ｔ１）が
再び始まるまで持続され、その次の行の画素ＰＸに対しても上述した各区間（Ｔ１～Ｔ３
）での動作を同一に繰り返す。ただし、例えば（ｉ＋１）番目行の初期化区間（Ｔ１）は
ｉ番目行の発光区間Ｔ３が終了した後に開始する。このような方式で、全ての走査信号線
（Ｇ１～Ｇｎ）及び発光信号線（Ｓ１～Ｓｎ）に対して順次に区間（Ｔ１～Ｔ３）制御を
行って全ての画素ＰＸに当該画像を表示する。
　各区間（Ｔ１～Ｔ３）の長さは必要に応じて調整することができる。
【００４５】
　次に、本発明の一実施形態による有機発光表示装置で駆動トランジスタＱｄのしきい電
圧Ｖｔｈの偏差による模擬試験結果について図８を参照して説明する。
　図８は本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動信号、接続点電圧及び駆動ト
ランジスタの出力電流を示す波形図で、多様なしきい電圧に対する結果を示す。
【００４６】
　図８に示す波形図は、駆動トランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈが約－０．５Ｖ、－１
．０Ｖ、－１．５Ｖである時、駆動トランジスタＱｄの制御端子電圧、つまり、接続点Ｎ
２の電圧ＶＮ２と出力電流ＩＬＤを示す。模擬実験はＳＰＩＣＥ（ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ
　ｐｒｏｇｒａｍ　ｗｉｔｈ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｅｍｐｈａｓｉ
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ｓ）を利用して行った。模擬実験条件として、高電圧Ｖｏｎは約７Ｖ、低電圧Ｖｏｆｆは
－４Ｖ、そしてデータ電圧Ｖｄａｔはほぼ２．５Ｖにした。
【００４７】
　このような実験条件下で駆動トランジスタＱｄの制御端子にはほぼ０．５Ｖずつ異なる
電圧が印加され、そのために有機発光素子ＬＤに流れる駆動電流ＩＬＤは実質的に一定で
あることが確認できる。
　このような模擬実験結果は本発明の実施形態による有機発光表示装置によると、駆動ト
ランジスタＱｄのしきい電圧Ｖｔｈに偏差があってもこれを補償することができるという
ことを示す。
【００４８】
　尚、本発明は、上述の実施例に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱し
ない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による有機発光表示装置で１つの画素の等価回路図である。
【図３】本発明の一実施形態による有機発光表示装置で１つの画素の等価回路図である。
【図４】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動信号を示すタイミング図の例
である。
【図５】図４に示した初期化区間（Ｔ１）における１つの画素の等価回路図である。
【図６】図４に示した補償区間（Ｔ２）における１つの画素の等価回路図である。
【図７】図４に示した発光区間（Ｔ３）における１つの画素の等価回路図である。
【図８】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動信号、接続点電圧及び駆動ト
ランジスタの出力電流を示す波形図である。
【符号の説明】
【００５０】
　３００　　表示板
　４００　　走査駆動部、
　５００　　データ駆動部
　６００　　信号制御部、
　７００　　発光駆動部
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